
第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

1
1
1

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成２６年度 決算 （活動実績・コスト情報・目標到達度）
【事業内容】

・生活道路における施設改善
転落防止柵 L=4ｍ
区画線、路面表示 L=244m
舗装工（透水性AS舗装） A=248㎡
舗装工（路肩ｶﾗｰ舗装）  A=623㎡
橋梁階段ｽﾃｯﾌﾟ改修工（滑り止め）　L=276m
その他（誘導標識設置外）　N=5箇所

・事業費関連
【歳出】

歩行通路改修工事 円

0 072

目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位

成
果

市内の交通事故死傷者数（高齢者） 人

活
動

道路の改善 件

H２５
実績値

Ｈ２６
目標値

H２７
目標値

1213 12

17,545,050 17,534,520

人117,182人
150

117,680

②

市民1人当たり 149
①

2,545,800 2,572,200
0.30 人

  人  件  費  (按 分） B
0.30 人
14,962,320

①のうちH25から繰越

    市  （ 市税 な ど ）

人口（4月1日現在）

財
源
内
訳

  総  事  業  費 (A+B)

市 自治会、老人クラブ等
・整備内容の検討、現地確認、検証等
・改善方法の検討と事業計画
・交通安全施設の整備

単
位
コ
ス

ト
換
算

平成25年度決算

    国   庫   支   出   金

14,999,250
    そ   の   他（使用料など）

平成26年度　事業シート

担当課名 建設部　維持管理課

予
算
科
目

会計 01 一般会計

安全で安心して暮らせるまちに

重 点 的 取 組
項 02

H26からH27へ繰越

急速に高齢化が進むなか、安心して住み続けられる高齢者にやさしいまちづくりのため、市内中心部の
生活経路において、高齢者の生活に配慮した道路の改善を行った。

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

高齢者
・安心して住み続けられる、高齢者にやさしいまちづくり。

基 本 目 標 健やかな暮らしを支え、安全で快適に暮らせるはつかいち 款 土木費
道路橋りょう費

07

14,999,250

目

事業開始年度 平成

03

高齢者あんしん歩行事業

交通安全対策の強化

23

根拠法令
条例

個別計画 等
－

実施主体 関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

目
的

備考

政 策 目 標

事業名

犯罪や交通事故などが少ないまちをつくる 交通安全対策事業費

14,962,320

    県　 支　 出　 金

実
施
し
た
事
業
の
内
容

（
活
動
実
績

）

  直  接  事  業  費  A

コ
ス
ト
情
報

（
円

）

項　　目

    借   入   金   ( 市 債 )

H２６
実績値

65

17

14,962,320

平成26年度決算①

3


